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議会
用語

携帯電話基地局の設置条例を廃止

　
こ
の
条
例
は
平
成
18
年

12
月
の
定
例
会
に
お
い

て
、
議
員
発
議
に
よ
り
携

帯
電
話
中
継
基
地
局
の
設

置
な
ど
の
管
理
運
営
を
定

め
、
町
民
の
良
好
な
生
活

環
境
の
実
現
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
に
制
定
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　
し
か
し
、
制
定
か
ら
６

年
が
経
過
し
た
現
在
、
現

行
条
例
で
は
携
帯
電
話
中

継
基
地
局
の
設
置
が
進
ま

ず
、
本
町
だ
け
が
携
帯
電

話
等
の
使
用
が
困
難
な
地

域
に
な
る
恐
れ
が
生
じ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
山
間
地
域
の
一
部
で

は
、
事
故
な
ど
の
非
常
時

に
連
絡
手
段
が
無
く
、
当

地
域
の
行
政
区
長
か
ら
携

帯
電
話
中
継
基
地
局
の
設

置
を
求
め
る
陳
情
書
の
提

出
が
早
く
か
ら
な
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
。

　
本
町
か
ら
通
信
事
業
者

３
社
に
寄
せ
ら
れ
た
通

信
・
通
話
不
良
の
苦
情
は
、

年
間
数
十
件
に
及
ん
で
い

る
そ
う
で
、
今
後
、
街
部

に
お
い
て
も
良
好
な
通
信

環
境
が
阻
害
さ
れ
、
携
帯

電
話
の
使
用
に
支
障
を
き

た
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
10
月
17
日

宮
崎
県
延
岡
市
の
住
民

が
、
通
信
事
業
社
を
相
手

に
基
地
局
の
運
転
停
止
を

　
県
内
市
町
村
が
災
害
に

関
す
る
費
用
に
充
て
る

た
め
、
互
助
共
済
の
方
式

に
よ
っ
て
積
立
金
に
関
す

る
事
務
を
共
同
処
理
し
て

い
ま
し
た
が
、
近
年
、
国

の
災
害
に
対
す
る
財
政
支

援
措
置
が
充
実
さ
れ
た
た

め
、
当
該
組
合
を
解
散
す

る
も
の
で
す
。

　
解
散
に
伴
い
、
還
付
金

と
し
て
５
億
６
４
９
３
万

円
が
篠
栗
町
に
帰
属
さ
れ

ま
す
。

求
め
た
訴
訟
の
判
決
で

は
、「
電
磁
波
に
よ
る
健

康
被
害
が
証
明
さ
れ
た
と

は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
し

て
、
原
告
の
請
求
が
棄
却

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
現
状
を
勘
案

し
、
議
会
に
お
い
て
条
例

の
「
見
直
し
」
か
「
廃
止
」

か
の
検
討
を
慎
重
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　
今
後
、
携
帯
電
話
の
円

滑
な
使
用
環
境
の
整
備

と
、
町
民
の
良
好
な
生
活

環
境
の
た
め
に
、
執
行
部

に
お
い
て
本
条
例
に
代
わ

る
指
導
要
綱
を
早
急
に
制

定
さ
れ
る
こ
と
を
要
望

し
、
廃
止
を
行
っ
た
も
の

で
す
。

　
住
民
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
切
に
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
現
議
員
が
任
期
満
了
と

な
っ
た
た
め
、
篠
栗
町
で

は
新
議
員
の
選
挙
を
指

※

名

推
選
で
選
任
し
ま
し
た
。

福
岡
県
市
町
村
災

害
共
済
基
金
組
合

の
解
散
及
び
財
産

処
分

福
岡
県
介
護
保
険

広
域
連
合
議
会
議

員
に
三
浦
正
氏
を

再
任

山
間
地
域
の
円
滑
な

通
信
環
境
整
備
へ

発 

議

※ 指名推選とは
　地方公共団体の議会において、選
挙を行う際、議員に異議がないとき
に特定の候補者をあらかじめ指定
して会議に諮り、全員の同意によっ
てその者を当選人とする方法。
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立
体
駐
車
場
の
清
算
方
法
を
改
正

衆
院
選
に
か
か
る

経
費
を
専
決
処
分

補
正
予
算

　
こ
の
条
例
は
、
立
体
駐

車
場
の
清
算
方
法
を
見
直

し
、
非
接
触
型
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
を
導
入
し
利
用
者
の
利

便
性
の
向
上
を
図
る
も
の

で
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
、

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら

施
行
さ
れ
ま
す
。

　
使
用
料
の
見
直
し
と
し

て
３
時
間
以
内
無
料
を
廃

止
し
、
１
０
０
円
を
徴
収

す
る
議
案
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
。
総
務
建
設
委
員
会

と
し
て
は
住
民
目
線
で
の

議
論
の
結
果
、「
料
金
改

定
は
時
期
尚
早
」
と
の
判

断
か
ら
、
執
行
部
が
そ
の

議
案
を
撤
回
し
、
議
案
第

61
号
と
し
て
追
加
提
案
し

た
も
の
で
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
の
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド

に
加
え
、
Ｊ
Ｒ
九
州
の
Ｓ

Ｕ
Ｇ
Ｏ
Ｃ
Ａ
ま
た
は
、
Ｓ

Ｕ
Ｇ
Ｏ
Ｃ
Ａ
と
相
互
利
用

が
可
能
な
非
接
触
型
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
（
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
、

ｎ
ｉ
ｍ
ｏ
ｃ
ａ
、
は
や
か

け
ん
、
等
）
で
清
算
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

12月定例会
日程:12/10～17

　12月議会では、専決処分の承認１件、条例の制定・改正８件(うち１件は議案撤回後、追加提案)、組

合解散など３件、補正予算２件が町長から上程され、全員賛成で承認・可決されました。

また、選挙案１件と議員発議３件がありました。議案等に対する賛否一覧を５ページに掲載しています。

/10～17

立体駐車場でS
ス ゴ カ

UGOCAが使えます

　
一
般
会
計
補
正
予
算
は

Ｐ
４
の
表
１
お
よ
び
表
２

の
と
お
り
で
す
。

　
継

※

続
費
で
は
、
萩
尾
地

区
と
大
分
県
の
上
津
江

町
有
林
を
対
象
と
し
た
町

有
林
保
全
事
業
を
平
成
25

年
度
か
ら
５
年
間
総
額

９
８
５
２
万
円
設
定
さ
れ

て
い
ま
す
。（
Ｐ
４
表
３
）

　
ま
た
、
公
共
下
水

道
特
別
会
計
の
補
正

は
、
福
岡
県
か
ら
返
還

さ
れ
る
流
域
下
水
道
維

持
管
理
負
担
金
の
う
ち
、

１
億
３
３
９
０
万
３
千
円

を
、
下
水
道
事
業
基
金
へ

積
み
立
て
る
も
の
な
ど
で

す
。

　
昨
年
12
月
16
日
の
衆
議

院
議
員
総
選
挙
に
伴
い
、

迅
速
に
対
応
す
る
た
め
委

託
金
７
６
８
万
円
の
専
決

処
分
を
12
月
10
日
に
町
長

が
行
い
ま
し
た
。
財
源
は

す
べ
て
県
費
で
す
。

議会
用語

※ 継続費とは
　大規模な建設事業などで事業の
実施が２会計年度（２ヵ年）以上に
渡ることが確実な場合に、全体の事
業費と各年度ごとの事業費をあら
かじめ一括して予算計上し、議会の
議決を得たもの。

（JR九州提供）
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（表２）歳入の主なもの
福岡県市町村災害共済基金組合解散に伴う還付金 5億6493万円

減収補填特例交付金 426万円

土地売払収入 △2262万円

（表３）継続費
事業名 総額 年度 年割額

町有林保全事業 9852万円

平成25年度 2108万円

平成26年度 2685万円

平成27年度 1616万円

平成28年度 1633万円

平成29年度 1811万円

 各会計補正予算額
会　計 補正額 補正後予算額

一般会計 5億9887万円 109億1548万円

流域関連公共下水道事業特別会計 1億3636万円 9億9855万円

三
浦
町
長
３
期
目
の
政
策

さ
さ
ぐ
り
の
新
し
い
個
性
の
創
造

三浦  正 町長

（表１）歳出の主なもの
減債基金・公共施設等整備基金
（福岡県市町村災害共済基金組合解散に伴う還付金を基金へ積立て）

5億6493万円

後期高齢者医療療養給付費負担金 1006万円

立体駐車場料金精算機器リース料（ICカード導入） 30万円

一の瀧線工事請負費（工事内容の一部変更） △1200万円

　
３
期
目
で
は
、
都
会
の
雰
囲
気
、
田

舎
の
趣
を
持
っ
た
「
さ
さ
ぐ
り
の
新
し

い
個
性
の
創
造
」
を
め
ざ
し
て
10
項
目

の
政
策
目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。

○ 

子
育
て
支
援
の
更
な
る
充
実

○ 

お
年
寄
り
と
と
も
に
進
め
る
健
康

第
一
の
福
祉
政
策

○ 
環
境
・
健
康
・
観
光
の
融
合

○ 

校
区
ご
と
の
地
域
共
同
体
づ
く
り

○ 

駅
前
自
由
通
路
建
設
で
利
便
性
向

上

○ 

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見

直
し

○ 

環
境
・
農
業
関
連
企
業
の
誘
致

○ 

荒
廃
森
林
・
耕
作
放
棄
地
対
策

○ 

山
間
地
域
の
住
環
境
整
備

○ 

バ
イ
オ
マ
ス
政
策
の
更
な
る
推
進

　
こ
う
し
た
政
策
を
４
年
間
の
中
で

計
画
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
24
年
12
月
10
日
の
議
会
開
会
日
に
、
三
浦
正
町

長
が
本
会
議
場
で
新
た
な
政
策
目
標
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
要
約
を
掲
載
し
ま
す
。

（万円未満四捨五入）
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議
案
番
号

議　　　案　　　名

村
瀨
　
敬
太
郎

飯
田
　
浩
二

今
長
谷
　
武
和

横
山
　
久
義

大
楠
　
英
志

草
場
　
謙
次

阿
部
　
寛
治

松
田
　
國
守

阿
髙
　
紀
幸

後
藤
　
百
合
子

荒
牧
　
泰
範

12

月

定

例

会

47
専決処分の承認を求めることについて(専決第10号)
〔平成24年度篠栗町一般会計補正予算(第３号)について〕

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

48 篠栗町都市公園条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

49
篠栗町移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置に
関する基準を定める条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

50 篠栗町下水道法施行条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

51 篠栗町水道法施行条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

52
篠栗町町営住宅管理条例の全部を改正する条例の制定につ
いて

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

53 篠栗町防災会議条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

54
篠栗町災害対策本部条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

55
篠栗町自動車駐車場の設置及び管理に関する条例の一部を
改正する条例の制定について  

議案の撤回(議案第61号として追加提案)

56 福岡県市町村災害共済基金組合規約の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

57 福岡県市町村災害共済基金組合の解散について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

58
福岡県市町村災害共済基金組合の解散に伴う財産処分につ
いて

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

59 平成24年度篠栗町一般会計補正予算(第４号)について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

60
平成24年度篠栗町流域関連公共下水道事業特別会計補正
予算(第２号)について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

61
篠栗町自動車駐車場の設置及び管理に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

選挙案
第２号

福岡県介護保険広域連合議会議員の選挙について 議長の指名推選により、三浦正氏を選出。

発議
第２号

篠栗町議会委員会条例の一部を改正する条例の制定につい
て

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議
第３号

篠栗町議会会議規則の一部を改正する規則の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議
第４号

篠栗町携帯電話中継基地局の設置に関する条例を廃止する
条例の制定について

○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

議決結果一覧表
〔○：賛成　●：反対〕

○
期
日

　
平
成
24
年
９
月
27
日
（
木
）

　
〜
28
日
（
金
）

○
研
修
事
項

　
①
議
会
改
革
に
つ
い
て

　
②
議
会
基
本
条
例
に
つ
い
て

　
③
議
会
運
営
に
つ
い
て

　
永
平
寺
町
議
会
は
、
議
会
改
革
を

進
め
、
平
成
23
年
度
全
国
町
村
議
会

表
彰
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
開
か
れ
た
議
会
」「
行
革
す
る
議

会
」「
提
案
す
る
議
会
」
を
３
本
柱

に
掲
げ
、
町
民
の
代
弁
者
と
し
て
議

員
が
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
見
え
る
議
会
の
た
め
に
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
）
が
導
入
さ

れ
所
帯
数
80
％
に
放
映
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
研
修
で
は
活
発
な
質
疑
応
答
が
繰

り
返
さ
れ
、
大
変
勉
強
に
な
る
研
修

で
あ
り
ま
し
た
。

永
平
寺
町
議
会
を
視
察

議
会
運
営
委
員
会
研
修
報
告
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する!?
　一般質問とは、議員が執行部に、その町の行政全般
の事務執行状況や政策方針などについて、報告や説
明を求め、所信や疑問を尋ねることです。
　年４回開催される定例会の中で行うもので、臨時
会では行いません。
　ここに掲載したのは要約で、議事録の全文は議会
事務局・町立図書館・クリエイト篠栗・オアシス篠栗・
各公民分館および町ホームページで閲覧できます。

問　
議
員
就
任
か
ら
こ
れ
ま

で
、
篠
栗
駅
周
辺
の
再
開

発
・
線
路
に
よ
る
南
北
分

断
解
消
を
訴
え
続
け
て
き

ま
し
た
。

　
膨
大
な
費
用
が
必
要
な

た
め
に
実
現
に
至
ら
ず
、

な
か
な
か
厳
し
い
道
程
と

思
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
町
長
選
挙
期
間
中
に
後

援
会
が
発
行
さ
れ
た
討
議

資
料
に
、
自
由
通
路
の
構

想
が
記
載
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
。

　
現
在
、
ど
の
様
な
構
想
を

お
持
ち
で
、
ど
の
時
点
で

の
実
現
を
目
指
し
て
お
ら

れ
る
の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

　
加
え
て
、
将
来
的
に
車
道

と
線
路
を
立
体
交
差
さ
せ

る
時
の
事
も
考
え
、
ク
リ
エ

イ
ト
篠
栗
前
に
用
地
を
町

が
取
得
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

車
道
と
自
由
通
路
が
整
合

性
の
あ
る
も
の
と
な
る
事

が
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す

が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

答
【
町
長
】

　
こ
の
構
想
は
現
在
駅
西

側
に
あ
る
跨
線
橋
が
老
朽

化
し
、
こ
れ
に
代
わ
る
物

を
駅
東
側
に
設
置
す
る
も

の
で
す
。

　
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
幅

員
を
４
ｍ
以
上
と
し
南
北

に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
備
え

ク
リ
エ
イ
ト
や
立
体
駐
車

場
と
接
続
し
、
駅
北
側
か

ら
駅
舎
・
役
場
に
行
き
や

す
い
歩
行
者
専
用
道
路
を

考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
と

は
異
な
り
駅
と
は
切
り
離

し
て
の
建
設
で
す
の
で
、

な
る
べ
く
早
期
に
実
現
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ご
指
摘
の
ク
リ
エ
イ
ト

前
の
車
道
の
立
体
交
差
は

今
回
の
構
想
の
中
に
は
含

め
て
お
り
ま
せ
ん
。

町
長
「
今
後
の
研
究

課
題
と
し
ま
す
」

超
小
型
車
導
入
の

考
え
は

問　
国
土
交
通
省
は
超
小
型

車
の
認
定
制
度
を
平
成
25

年
１
月
か
ら
導
入
す
る
と

発
表
し
ま
し
た
。

　
高
齢
化
時
代
に
突
入
し
、

近
場
を
移
動
す
る
高
齢
者

の
使
用
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

狭
い
道
路
事
情
も
考
え
、

ぜ
ひ
申
請
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
何
よ
り
「
観

光
の
町
・
さ
さ
ぐ
り
」
を

う
た
い
文
句
に
し
て
い
る

我
が
町
と
し
て
は
、
い
ち

早
く
購
入
し
セ
ラ
ピ
ー
基

地
間
の
移
動
や
、
観
光
ナ

ビ
を
搭
載
し
て
来
町
者
へ

の
貸
し
出
し
な
ど
、
集
客

の
１
ア
イ
テ
ム
に
加
え
る

べ
き
と
思
い
ま
す
が
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

答
【
町
長
】

　
地
方
運
輸
局
の
認
定
を

受
け
れ
ば
特
定
の
地
域
で

超
小
型
車
の
走
行
が
可
能

と
な
り
ま
す
が
、
道
路
環

境
整
備
や
速
度
が
遅
い
た

め
の
渋
滞
、
想
定
外
の
事

故
の
恐
れ
等
、
安
全
確
保

が
課
題
と
な
り
ま
す
。

　
本
町
に
と
っ
て
有
用
な
施

策
と
な
る
か
考
慮
し
今
後
の

研
究
課
題
と
致
し
ま
す
。

荒牧 泰範

自由通路の早期実現を願う

町長「できるだけ早期に実現したい」
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問　
こ
の
改
良
工
事
の
遅
延

の
要
因
は
、
元
町
長
が
地

元
出
身
で
あ
り
な
が
ら
、

任
期
中
、
一
度
も
説
明
会

を
開
か
ず
、
反
対
地
権
者

へ
の
説
得
に
も
行
か
な

か
っ
た
こ
と
で
、
初
期
交

渉
が
遅
れ
た
こ
と
が
要
因

だ
と
思
い
ま
す
が
。

答
【
町
長
】

　
Ｓ
字
カ
ー
ブ
の
解
消
や

歩
道
・
道
路
計
画
を
、
地

権
者
の
方
々
に
理
解
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
時
間
が

か
か
っ
た
と
考
え
て
い
ま

す
。

12月12日、７人の議員が一般質問をしました。

ここをどう

問　
元
町
長
と
引
継
ぎ
は

あ
っ
た
の
で
す
か
。

答
【
町
長
】

　
元
町
長
か
ら
引
継
ぎ
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
担
当
課
か
ら
継
続
中
の

事
業
と
し
て
報
告
を
受
け

ま
し
た
が
、
ど
の
事
業
が

最
優
先
課
題
で
、
実
現
に

む
け
た
障
害
が
ど
の
程
度

か
、
協
議
を
通
し
て
探
っ

て
い
く
こ
と
は
、
か
な
り

骨
の
あ
る
仕
事
で
し
た
。

問　
某
議
員
が
６
月
議
会
の

一
般
質
問
で
、
施
設
の
継

続
は
な
い
と
断
言
し
て
あ

り
ま
し
た
が
、
志
免
町
と

の
協
定
書
と
矛
盾
し
て
い

る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

答
【
町
長
】

　
協
定
書
に
よ
り
ま
す
と
、

こ
の
施
設
を
継
続
す
る
場

合
は
協
議
す
る
と
な
っ
て

お
り
、
10
年
延
長
を
念
頭

に
地
元
と
の
協
議
も
し
っ

か
り
行
い
ま
す
。

町
長
「
収
支
バ
ラ
ン

ス
を
考
慮
」

繰
上
償
還
は
基
金
の

取
崩
し
な
し
で
償
還

で
き
る
か

問　
三
浦
町
長
が
就
任
さ

れ
た
当
時
、
借
金
が
約

１
３
０
億
円
以
上
あ
っ
た

の
が
現
在
約
99
億
８
千
万

円
ま
で
減
っ
た
現
実
は
直

視
す
る
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

　
理
論
償
還
は
15
年
間
で

す
。
借
金
返
済
を
30
年
間

に
延
ば
し
て
い
ま
す
。
次

の
世
代
に
負
の
遺
産
を
残

す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　『
財
政
が
他
の
町
よ
り
健

全
で
あ
る
』
と
の
思
い
込

み
は
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
基
金
の
取
り
崩

し
、
繰
上
償
還
、
借
換
え
、

３
年
間
返
済
猶
予
措
置
な

ど
で
健
全
財
政
数
値
は
大

き
く
変
わ
り
ま
す
。

　
交
付
税
算
入
額
も
、
平

成
29
年
度
以
降
は
現
在
と

比
べ
大
幅
に
減
り
ま
す
。

下
水
道
会
計
な
ど
を
含
め

る
と
、
基
金
を
取
り
崩
さ

ず
に
繰
上
償
還
が
で
き
ま

す
か
。

答
【
町
長
】

　
こ
の
７
年
間
、
行
政
改

革
や
経
費
節
減
に
努
め
、

や
っ
と
借
金
が
１
０
０
億

円
を
切
り
ま
し
た
が
下

水
道
会
計
を
含
め
る
と

１
７
０
億
円
に
な
り
ま
す
。

　
現
行
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
維
持
し
、
優
先
事
業
の

選
択
な
ど
収
支
バ
ラ
ン
ス

を
考
慮
の
上
、
減
債
基
金

を
取
り
崩
し
、
繰
上
償
還

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

　
４
年
間
の
施
策
の
中
で

歳
入
増
加
の
取
り
組
み
と

財
政
状
況
の
維
持
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

クリーンパーク道路の遅延検証・
施設延長の協議は

町長「10年延長を念頭に考えます」

阿髙 紀幸
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問　
中
町
区
栗
木
谷
の
民
有

地
で
、
防
災
工
事
と
い
う

名
目
で
工
事
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
工
事
が
始
ま
っ

て
か
ら
２
年
に
な
り
ま
す

が
、
こ
こ
１
年
は
工
事
が

止
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　
急
傾
斜
の
斜
面
は
浸
食

が
進
み
、
無
数
の
溝
が
で

き
、
と
て
も
防
災
工
事
と

は
言
い
難
い
状
況
で
す
。

　
業
者
の
説
明
で
は
、「
草

の
種
を
蒔
き
、
土
砂
の
流

出
が
起
き
な
い
よ
う
に
す

る
」
と
の
事
で
し
た
が
、

行
わ
れ
た
様
子
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
雨
が
降
り
出
せ
ば
泥
水

が
流
れ
、
下
を
流
れ
る
水

路
へ
の
土
砂
流
入
も
懸
念

さ
れ
、
大
雨
の
時
に
は
住

宅
へ
の
浸
水
も
考
え
ら
れ

ま
す
。
梅
雨
の
時
季
と
も

な
れ
ば
、
近
隣
住
民
の
不

安
は
増
大
し
ま
す
。

　
民
有
地
の
事
で
も
あ
り
、

行
政
と
し
て
は
手
が
出
し

に
く
い
面
も
あ
る
か
と
は

思
い
ま
す
が
、
工
事
に
よ

る
実
害
も
出
て
お
り
ま
す
。

近
隣
の
住
環
境
の
悪
化
、

住
民
の
不
安
を
考
え
れ
ば
、

何
等
か
の
対
応
が
必
要
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
今
後
、
都
市
計
画

区
域
内
の
農
地
が
宅
地
化

さ
れ
る
際
に
、
近
隣
の
住

環
境
の
悪
化
防
止
、
並
び

に
、
住
民
に
不
安
を
与
え

な
い
よ
う
な
方
策
が
必
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
町
長
の
ご
所
見
を
伺
い

ま
す
。

答
【
町
長
】

　
中
町
区
栗
木
谷
の
防
災

工
事
は
、
質
問
の
通
り
民

有
地
の
こ
と
で
、
指
導
も

大
変
難
し
い
状
況
で
す
が
、

当
初
よ
り
施
工
業
者
と
住

民
の
方
々
と
の
間
に
入
り
、

安
全
な
住
環
境
を
保
つ
べ

く
指
導
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　
今
年
、
更
な
る
防
災
工

事
計
画
の
報
告
を
業
者
よ

り
受
け
て
い
ま
す
が
、
業

者
と
一
部
住
民
と
の
間
で

補
償
問
題
が
起
き
て
お
り
、

「
こ
れ
が
解
決
し
な
け
れ
ば

工
事
に
着
手
で
き
な
い
」

と
聞
い
て
い
ま
す
。
今
後

も
状
況
を
注
視
し
指
導
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
都
市
計
画
区
域
内
の
宅

地
化
に
つ
い
て
は
、
農
地

転
用
の
際
に
産
業
観
光
課

と
建
設
課
が
連
携
し
、
住

環
境
保
全
と
違
法
開
発
防

止
に
努
め
ま
す
。

　
建
築
物
の
建
設
で
は
、

一
部
の
建
築
確
認
が
、
第

三
者
機
関
に
申
請
さ
れ
る

事
も
あ
り
ま
す
が
、
事
前

協
議
に
よ
り
住
環
境
の
保

護
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
こ
の
体
制
を
崩
さ

ず
住
環
境
保
全
と
違
法
開

発
防
止
に
努
め
ま
す
。

要
望

　
水
路
に
土
砂
流
入
が
認

め
ら
れ
ま
す
。
定
期
的
に

巡
回
さ
れ
、
保
守
点
検
や

業
者
へ
の
指
導
を
す
る
等

の
対
応
を
要
望
し
ま
す
。

民有地の工事における近隣住環
境の確保は

町長「住環境保全と違法開発防止に努める」

村瀨 敬太郎

中町区栗木谷の民有地
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問　
図
書
館
の
休
館
日
と
休

日
等
と
の
関
係
に
つ
い
て
、

糟
屋
郡
内
、
各
町
図
書
館

の
運
営
状
況
を
比
較
す
る

と
、
篠
栗
町
は
祝
日
を
休

館
日
と
し
て
お
り
、
祝
日

が
土
曜
日
又
は
日
曜
日
の

場
合
で
も
休
館
日
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
特
に
５
月
の
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
イ
ー
ク
は
休
館
日
が

続
き
ま
す
。
そ
の
た
め
年

間
10
日
以
上
他
町
よ
り
開

館
日
が
少
な
く
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
に
至
っ
て
い

な
い
状
況
に
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
早
急
に
取
り
組

む
べ
き
課
題
だ
と
思
い
ま

す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

答
【
教
育
長
】

　
こ
れ
か
ら
の
図
書
館
運

営
と
し
て
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
一
層
努
め
、

今
後
も
よ
り
多
く
の
町
民

の
皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ

き
、
篠
栗
町
に
お
け
る
文

化
の
発
信
施
設
と
な
る
よ

う
運
営
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
そ
の
実
現
に
向
け
て
、

図
書
館
の
管
理
運
営
に
関

わ
る
職
員
の
勤
務
体
制
、

人
件
費
、
運
営
規
則
等
の

見
直
し
に
つ
い
て
検
討
し

ま
す
。

問　『
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
制

度
』
こ
れ
は
企
業
や
団
体

に
雑
誌
を
購
入
し
て
も
ら

う
代
わ
り
に
、
ブ
ッ
ク
カ

バ
ー
の
表
面
に
広
告
を
掲

載
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
篠
栗
町
に
お
き
ま
し
て

も
、
年
間
の
新
刊
補
充
予

算
額
が
１
０
０
０
万
円
弱

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
中
で
一
部
の
週
刊
・
月

刊
雑
誌
等
を
地
元
企
業
や

団
体
に
賄
っ
て
も
ら
え
れ

ば
、
町
財
政
を
圧
迫
す
る

こ
と
な
く
図
書
館
運
営
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
が
出
来

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

答
【
教
育
長
】

　『
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
制

度
』
に
つ
き
ま
し
て
は
、

新
た
な
図
書
館
サ
ー
ビ
ス

の
あ
り
方
と
し
て
注
目
さ

れ
る
シ
ス
テ
ム
だ
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　
先
進
の
図
書
館
を
参
考

に
し
、
新
刊
雑
誌
の
充
実

と
財
源
確
保
に
向
け
、
新

た
な
図
書
館
の
管
理
運
営

を
研
究
し
な
が
ら
、
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
検

討
し
ま
す
。

問　
平
成
23
年
度
ま
で
に
福

岡
県
で
は
、
近
隣
の
久
山

町
な
ど
15
の
市
町
村
が
指

定
管
理
者
制
度
を
導
入
し

て
い
ま
す
。

　
図
書
館
協
議
会
に
お
い

て
も
指
定
管
理
者
制
度
導

入
に
つ
い
て
、
す
で
に
検

討
さ
れ
た
と
は
思
い
ま
す

が
、
ど
の
位
の
頻
度
で
ど

の
よ
う
な
内
容
で
し
ょ
う

か
。

答
【
教
育
長
】

　
指
定
管
理
に
つ
い
て
は
、

今
ま
で
検
討
し
た
経
緯
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　
今
後
、
図
書
館
協
議
会

の
中
で
積
極
的
に
意
見
を

投
げ
か
け
検
討
し
ま
す
。

図書館の管理・運営について
の提案

教育長「実現に向け検討する」

飯田 浩二

町立図書館
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及
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
手
法

を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

問　
廃
棄
物
の
数
量
な
ど
の

説
明
を
求
め
ま
す
。

答
【
町
長
】

　
廃
棄
物
の
種
類
は
、
が

れ
き
類
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
、
木
く
ず
な
ど
の
建

設
廃
棄
物
で
、
建
物
内
部

に
約
１
万
１
０
０
㎥
、
外

部
に
約
３
５
０
０
㎥
が
放

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

問　
今
は
建
物
で
覆

わ
れ
て
い
ま
す

が
、
台
風
な
ど
で

崩
壊
す
る
の
も
時

間
の
問
題
で
す
。

　
又
、
い
つ
放
火

さ
れ
て
も
不
思

議
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
防
災
上
か
ら

も
早
急
な
対
応
が

求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
施
設
組
合
で

処
理
す
る
等
政
治
的
判
断

を
す
る
時
期
に
来
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
今
後
ど
の

よ
う
に
対
応
さ
れ
る
の
で

す
か
。

答
【
町
長
】

　
県
の
見
解
に
よ
れ
ば
、

廃
棄
物
に
は
有
害
物
質
は

含
ま
れ
て
い
な
い
と
判
断

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

現
状
は
目
視
で
き
な
い
部

分
も
あ
り
ま
す
の
で
、
県

に
対
し
調
査
等
の
対
応
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

問　
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
の
実

態
及
び
実
態
把
握
の
具
体

的
方
法
に
つ
い
て
教
え
て

下
さ
い
。

答
【
町
長
】

　
町
職
員
・
町
営
林
看
守

人
・
福
岡
森
林
管
理
署
・

福
岡
農
林
事
務
所
等
が

各
々
の
管
轄
す
る
山
林
の

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
一
般
の
方
か
ら

の
通
報
に
は
、
そ
の
実
態

の
把
握
に
努
め
て
お
り
ま

す
。

問　
不
法
投
棄
ゴ
ミ
の
処
理

方
法
を
、
国
・
県
・
町
有

林
及
び
私
有
林
ご
と
に
説

明
し
て
下
さ
い
。

　
現
実
問
題
と
し
て
、
私

有
林
所
有
者
に
「
お
宅
の

山
に
ゴ
ミ
が
あ
り
ま
す
。

撤
去
し
て
下
さ
い
」
と
言
っ

て
も
簡
単
に
は
い
か
な
い

と
思
い
ま
す
。
そ
こ
は
割

り
切
っ
て
町
が
対
応
を
検

討
す
る
考
え
が
な
い
か
お

尋
ね
し
ま
す
。

答
【
町
長
】

　
不
法
投
棄
ゴ
ミ
は
、
投

棄
し
た
人
に
処
理
し
て
も

ら
う
の
が
当
然
で
す
が
、

投
棄
し
た
人
が
不
明
な
場

合
は
、
そ
の
土
地
の
管
理

者
に
処
理
し
て
頂
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
私
有
林
で
の
撤
去
は
、

実
効
性
の
あ
る
方
法
で
、

議
員
か
ら
お
話
が
あ
っ
た

こ
と
も
含
め
検
討
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

町
長
「
建
物
内
部
に

１
万
１
０
０
㎥
、
外
部

に
３
５
０
０
㎥
」

放
置
さ
れ
た
産
業

廃
棄
物
の
量
は

問　
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
と
町

道
に
挟
ま
れ
た
場
所
に
放

置
さ
れ
た
ま
ま
の
大
量
の

産
業
廃
棄
物
に
関
し
て
お

尋
ね
し
ま
す
。

　
放
置
さ
れ
た
時
期
は
い

つ
で
す
か
。

答
【
町
長
】

　
平
成
21
年
か
ら
放
置
さ

れ
た
状
態
で
す
。

問　
廃
棄
物
の
撤
去
を
所
有

者
に
ど
の
よ
う
に
求
め
た

の
か
説
明
願
い
ま
す
。

答
【
町
長
】

　
県
は
、
法
的
に
責
任
を

有
す
る
も
の
へ
の
責
任
追

私有林の不法投棄ゴミも町で
撤去しては

町長「実効性のある方法を検討します」

横山 久義

放置されている産業廃棄物
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問　
こ
の
度
の
町
長
選
挙
は
、

無
投
票
再
選
と
な
る
と
目

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
告
示

直
前
に
対
立
候
補
者
が
現

れ
、
急
遽
選
挙
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
た
こ
と
は
周
知

の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

　
結
果
は
大
差
で
現
職
が

当
選
を
果
た
さ
れ
ま
し
た

が
、
投
票
率
は
過
去
最
低

の
40
・
66
％
で
し
た
。

　
選
挙
戦
に
突
入
し
て
か

ら
、
ち
ま
た
で
は
現
職
が

勝
利
す
る
こ
と
は
火
を
見

る
よ
り
明
ら
か
だ
と
噂
さ

れ
て
い
た
と
聴
き
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
で
、
自

分
が
投
票
し
な
い
で
も
大

局
に
影
響
な
し
と
考
え
た

有
権
者
が
多
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
推
察
し
ま
す
。

　
も
っ
と
も
告
示
直
前
の

立
候
補
の
た
め
、
そ
の
候

補
者
の
人
物
像
・
人
格
・

政
策
能
力
・
政
治
手
腕
な

ど
が
不
明
確
の
ま
ま
投
票

日
を
迎
え
た
感
が
あ
り
無

理
も
な
い
話
だ
と
は
思
い

ま
す
。

　
投
票
は
有
権
者
の
最
た

る
権
利
で
あ
り
、
義
務
で

も
あ
り
責
任
も
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
立
候
補
者
も
住

民
に
的
確
な
判
断
を
仰
ぐ

責
務
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
町
長
に
お
尋
ね

し
ま
す
。

　
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に

非
常
に
低
い
投
票
率
で
し

た
が
、
圧
倒
的
大
差
で
の

勝
利
は
住
民
の
期
待
が
絶

大
で
あ
る
こ
と
に
他
な
り

ま
せ
ん
。

　
そ
う
し
た
町
民
の
期
待

を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め

て
あ
る
か
簡
潔
に
お
答
え

く
だ
さ
い
。

答
【
町
長
】

　
今
回
の
町
長
選
挙
は
、

投
票
率
が
40
・
66
％
と
、

町
の
行
政
運
営
の
か
じ
取

り
役
を
選
ぶ
町
長
選
挙
と

い
た
し
ま
し
て
は
、
残
念

な
結
果
で
あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
私
は
選

挙
を
通
じ
て
、
町
政
に
か

け
る
思
い
を
町
民
の
皆
様

に
し
っ
か
り
と
お
伝
え
し

て
参
り
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
引
き
続
き

３
期
目
の
町
政
運
営
を
担

わ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
っ

た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
３
期
目
に
課
せ
ら
れ
た

使
命
と
責
任
の
大
き
さ
を

厳
粛
に
受
け
と
め
て
お
り

ま
す
。

　
町
民
の
信
託
に
応
え
る

た
め
、
新
し
い
公
共
の
実

現
を
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

理
念
と
し
て
、
持
続
可
能

な
篠
栗
町
の
個
性
を
創
造

す
る
と
と
も
に
、
篠
栗
町

の
魅
力
を
次
の
世
代
に
引

き
継
ぐ
こ
と
の
で
き
る
よ

う
に
、
町
政
運
営
に
全
力

を
尽
く
す
決
意
で
あ
り
ま

す
。

　
こ
れ
ま
で
以
上
に
町
職

員
と
と
も
に
全
力
を
挙
げ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
町
民
や
議
会
議

員
の
皆
様
の
一
層
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

町長選挙を問う

松田 國守

町長「使命と責任の大きさを　　
　　　　　厳粛に受け止めている」

緑豊かな篠栗町
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問　｢

篠
栗
の
新
し
い
個
性
の

創
造｣

博
多
駅
・
福
岡
空

港
か
ら
20
分
と
交
通
の
便

利
の
よ
さ
と
、
三
方
を
山
々

に
囲
ま
れ
た
豊
か
な
自
然

環
境
、
素
晴
ら
し
い
環
境
を

生
か
し
た
政
策
で
新
し
い

個
性
を
創
造
し
ま
す
。
こ

れ
は
町
長
選
挙
で
の
三
浦

町
長
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
す
。

　
政
策
の
中
か
ら
「
山
間

地
域
の
住
環
境
整
備
」
に

つ
い
て
尋
ね
ま
す
。

　
萩
尾
・
城
戸
・
山
手
・

山
王
・
若
杉
（
本
村
）
の

篠
栗
町
に
占
め
る
人
口
は

１
０
７
３
人
（
３
・
39
％
）、

世
帯
数
は
４
０
１
世
帯

（
３
・
25
％
）
で
す
が
面
積

は
22
㎢
（
56
・
５
％
）
と

半
分
以
上
で
す
。

　
山
間
地
域
で
は
、

○ 

上
水
道
が
整
備
さ
れ
て

い
な
い

○ 

公
共
下
水
道
の
未
整
備

区
域
で
あ
る

○ 

光
フ
ァ
イ
バ
ー
な
ど
の

整
備
が
遅
れ
て
い
る

こ
う
し
た
山
間
地
域
の
住

環
境
整
備
が
急
が
れ
ま
す
。

と
述
べ
て
あ
り
ま
す
。

　
山
間
地
域
の
問
題
に
正

面
か
ら
政
策
と
し
て
取
組

ん
で
い
た
だ
く
こ
と
に
、

地
域
の
か
た
は
大
変
喜
ん

で
あ
り
ま
す
。

　
ど
れ
も
重
要
な
課
題
で

す
が
、
と
り
わ
け
生
活
に

欠
か
せ
な
い
飲
み
水
の
安

定
供
給
が
急
が
れ
る
と
考

え
ま
す
。

　
ぜ
ひ
町
長
の
構
想
を
聞

き
た
い
、
地
域
の
実
状

も
知
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
の
要
望
も
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
れ
に
応
え
て
い
た

だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

答
【
町
長
】

　
山
間
地
域
の
住
環
境
整

備
は
３
期
目
の
重
点
施
策

と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
荒
廃
森
林
事
業
や
林

道
建
設
を
と
お
し
て
、
森

林
環
境
改
善
策
を
行
な
い

ま
し
た
。

　
現
在
は
我
慢
し
て
も
、

次
の
世
代
が
里
を
降
り
る

よ
う
な
こ
と
を
始
め
た
ら
、

過
疎
化
が
進
み
荒
廃
し
た

山
々
が
残
る
状
況
に
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。

　
豊
か
な
森
林
に
抱
か
れ

た
本
町
の
観
光
資
源
の
恩

恵
を
享
受
で
き
る
の
は
、

山
間
地
域
に
生
活
さ
れ
て

き
た
方
々
の
地
域
に
対
す

る
愛
着
が
あ
っ
た
か
ら
で

す
。

　
生
活
用
水
の
安
定
供
給

に
つ
い
て
は
、
山
間
部
の

給
水
区
域
外
で
の
世
帯
対

象
調
査
で
は
、
41
世
帯
が

水
量
不
足
、
５
世
帯
が
水

質
の
悪
化
に
よ
り
生
活
用

水
の
確
保
に
苦
労
、
と
の

結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　
今
後
他
の
自
治
体
の
よ

う
な
一
定
の
地
域
ご
と
の

給
水
施
設
の
整
備
を
し
、

費
用
の
一
部
を
ご
負
担
い

た
だ
く
な
ど
、
先
進
自
治

体
の
施
策
を
考
え
て
い
き

ま
す
。

　
地
域
の
実
情
を
直
接
聞

い
て
25
年
度
の
予
算
に
反

映
す
る
よ
う
に
進
め
ま
す
。

町
長
「
計
画
が
完
了
し

た
ら
知
ら
せ
ま
す
」

駅
前
自
由
通
路
建

設
に
つ
い
て

山間地域の住環境整備を問う

町長「25年度予算に反映します」

大楠 英志

山  間  地  域
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応募要領
●テーマ　今年度はこども中心の写真です。
●応募方法
　①作品はすべてプリントしたもの。
　　(カラーのみ)
　②サイズ／Ａ４、六切、四切
　③ 撮影場所、日付、写真説明(タイトル含む)、住
所、氏名、電話番号を明記。

●応募上の注意
　①作品は自作・未発表のものに限ります。
　②作品は原則として返却しません。
　③ 人物の場合、必ず本人の同意を得てくださ
い。当発行者は肖像権等の責任は負いかね
ます。

　④ 採用された作品の版権は、発行者に帰属し、
出版物、ホームページなどで使用します。

●送付先
　篠栗町議会まで郵送ください。
　(問い合わせ先は、役場３Ｆ　議会事務局まで)

あなたの写真を議会だより
に載せてみませんか？

採用された方には、粗品を進呈します。

「かわいくてしょうがないの」
　私の娘が赤ちゃんをだっこしています。赤ちゃ
んは姉の子供ですが本当の弟のようにかわいがっ
ています。かわいくてしょうがないようで泣き出
してもなかなか放しません。

（阿部　差
さ

世
よ

様からの投稿）

自宅にて10月22日撮影

してもなか

庄　区
子ども会

北勢門
幼稚園

栗の子
保育園

輝く  まちの宝！
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友
へ

　｢

幸
せ
な
人
生｣

と
は
、
辛
い

こ
と
や
苦
し
い
こ
と
を
乗
り
越
え

る
力
を
湧
現
す
る
努
力
、
そ
の
連

続
の
生
き
方
だ
と
思
い
ま
す
。
大

事
（
偉
大
な
仕
事
）
を
成
す
人
ほ

ど
、
大
変
な
苦
労
と
闘
っ
て
い
る

と
聞
き
ま
す
。
希
望
を
捨
て
な
け

れ
ば
、
必
ず
幸
せ
を
掴
む
こ
と
が

で
き
る
ん
だ
と
。

　｢

冬
は
必
ず
春
と
な
る｣

辛
く

て
も
あ
き
ら
め
ず
に
い
れ
ば
、
絶

対
に
暖
か
い
日
差
し
に
包
ま
れ
る

日
が
必
ず
来
る
、
と
確
信
し
頑

張
っ
て
い
き
た
い
。
い
ま
桜
は
厳

し
い
寒
さ
に
耐
え
、
満
開
の
花
を

咲
か
せ
よ
う
と
、
春
の
到
来
を
今

か
い
ま
か
と
待
っ
て
い
ま
す
。

後
藤

　
百
合
子

旬
し
ゅ
ん

花か

衆
し
ゅ
う

灯と

う

３
月
議
会
は

３
／
７
木 

開
会

３
／
11
月 

一
般
質
問

の
予
定
で
す

心
を
磨
く

― 

２
時
間
の
ト
イ
レ
掃
除 

―

　
昨
年
12
月
19
日
（
水
）、
萩
尾
分

校
の
子
ど
も
た
ち
が
、
授
業
の
一
環

と
し
て
、
福
岡
便
教
会
の
方
々
と
一

緒
に
ト
イ
レ
掃
除
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
子
ど
も
た
ち
が
お
よ
そ

２
時
間
、
モ
ク
モ
ク
と
ト
イ
レ
掃
除

を
行
い
ま
し
た
。

　
嫌
だ
け
ど
我
慢
し
て
ト
イ
レ
を
磨

く
こ
と
で
、
普
段
何
気
な
く
使
う
も

の
へ
の
感
謝
の
心
が
生
ま
れ
ま
す
。

　
同
じ
ト
イ
レ
掃
除
で
も
徹
底

す
る
こ
と
で
、
感
動
す
る
心
が

芽
生
え
ま
す
。

　
小
さ
な
こ
と
に
感
謝
・
感
動

で
き
る
心
を
育
て
、
そ
れ
を
磨

き
続
け
る
こ
と
が
、
子
ど
も
だ

け
で
な
く
、
大
人
に
も
必
要
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
掃
除
を
し
て
い
る
子
ど
も
た

ち
の
表
情
は
、
キ
ラ
キ
ラ
と
輝

い
て
い
ま
し
た
。


